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丸善株式会社

●膨大に蓄積されたデータベースを、
社内システム部門に負担をかけず活
用したい

●より精度の高い商品管理を行うため、
エンドユーザにデータ抽出・分析ま
でを任せたい

散在する膨大な情報を“生きた”データベースへ
社内外を一気通貫する、1000人規模の戦略的データ活用を実現

日々増え続ける膨大な情報
商品データ管理の再構築への試み

1869年創業という歴史を持つ丸善は、早くか
ら海外の思想や技術に目を向け、書籍をはじめ
とするさまざまな文物の輸入事業により、日本文
化の近代化へ貢献してきた老舗企業だ。
書籍、文具雑貨の店舗というイメージが定着

している丸善だが、創業して間もなくから大学へ
の書籍を販売する事業を展開しており、現在では
大学経営のソリューションを提案している。洋
書・和書などの販売をはじめ、企業・官公庁など
へ向けた外販や出版事業といった、学習・知識・
生活文化の向上を目的とした事業を中心に、幅
広い分野でビジネスを展開している。丸善では、
全国に約50店舗（内POSレジを導入店舗は約30
店舗）を有する店舗事業において売上や在庫など
のデータを商品管理に活かすため、1997年、店舗
向けにPOSレジを導入。さらに、POSで収集した
データを経営戦略に活用するべくデータウェアハ
ウスを構築し、OLAPツールを導入、運用を開始
して一定の効果を上げていた。
しかし、導入後5年余りが経過した頃、次第に社

員から「データが表示されない」という不満の声
が上がり始めたのである。その原因は、日々増え続
ける膨大な量のデータにあった。書籍や文房具な
ど点数の多い商品を扱う性質上、年間1億件もの
データが蓄積され続けることとなり、その結果、ツ
ールの処理能力が追いつかなくなっていたのだ。
丸善・店舗事業部データセンターの責任者で

ある石塚氏は、当時の状況をこう語る。「日別の
売上などはまだしも、2年分などの長期的な分析
となるとボリュームが大きすぎてデータが表示さ
れないのです。そのため、例えば3ヶ月ごとにデー
タを抽出し、分析用にExcelでわざわざ加工し直

す作業が必要でした」
そこで丸善では2003年、このデータ分析の際

にかかる作業負担を解消するため、リアルタイム
集計が可能なPOSレジへの切り替えを機に、デー
タの分析ツールについても再検討を開始した。

スピード・コスト・操作・拡張性
山積する課題に全て応えたDr.Sum EA

データ分析ツールの再検討に際しては、それま
で利用していたOLAPツールを含め幾つかの候補
が挙がっていたが、最終的にDr.Sum EA導入に
至った理由について、石塚氏は次のように語る。
「弊社が当時想定していたユーザ数は1000人規
模、クライアント数に応じて課金されるツールで
はコスト面が懸念される。その点、サーバライセ
ンスのDr.Sum EAなら安心ですし、開発費用を
含めても前システムに投じた初期費用の10分の1
程度で済むことも大きな魅力でした。また、実際
に使ってみて一番驚いたのはそのスピードの速さ。
今までは何分、何十分とかかっていたデータ抽出
が、数秒で瞬時に表示される。待ち時間はほとん
どありません。これならシステム側の負担も大き
く解消されると考えたのです」
以前は分析データをリクエストしても社内のシ

ステム部門では即応できないという状況から、
Dr.Sum EA導入後は、誰でも必要な時に必要な
データをすぐに閲覧、分析できるようになり、業
務の生産性向上にも役立っているという。
また、当時丸善ではPOSがリアルタイム対応に

なったことで、より迅速な商品管理ができるよう
データ抽出作業を店舗側に任せるという新しい動
きがあった。そのため、ユーザ数や店舗数の変化
などにも柔軟に対応できる、優れた拡張性を備え
たDr.Sum EAはまさに求めていた条件を兼ね備
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導入背景 

●業務効率化に貢献する高速な処理能力

●コストパフォーマンスが高い
サーバライセンス体系

●事業展開に柔軟に対応できる拡張性

●ユーザが使いやすい多彩な
インターフェイス

年間1億件もの商品データが蓄積される状況のなか、

Dr.Sum EAにより高速かつ自在なデータ活用が可能に

●高速データ抽出・分析の実現により
業務効率が向上

●Dr.Sum EA Visualizerを出版社向
け営業ツールに有効活用

●全社的なデータ活用環境が本部－店
舗間におけるナレッジ共有を促進

丸善株式会社
創業：1869年
所在地：東京都中央区
事業内容：書籍・文具事務用品など
の販売業、出版業、輸出入業、教
育事業への経営提案など。“知的環
境創造企業”を事業コンセプトに
掲げる丸善では、全国に約50店舗
を展開する書籍販売事業を始め、
学校教育事業に関する提案や教育
施設の建設など良質なサービスを
提供している。
URL：http://www.maruzen.co.jp/



CA0018-4000-A-07.08-CR

導入製品 

活用事例 

えた分析ツールだったのである。Dr.Sum EA導入
当初は、エンドユーザに情報を開示するという新
しい試みに対してユーザ自身のPCスキル不足が
懸念されたが、徹底したユーザ教育に加え、トラ
ブルを最小限に抑えるための操作手順を組むこと
でその課題もクリアした。PCに不慣れなユーザ
でもノンプログラミングで簡単に分析インターフ
ェイスをカスタマイズできる、というDr.Sum EA
の特長が、スムーズな運用につながった。

業務効率化と営業支援、
“守り”と“攻め”のデータ活用

その後、店舗展開のさらなる拡大を想定して、
Dr.Sum EA Enterpriseを中心にDr.Sum EAシリ
ーズを本格的に導入。前日売上などの短期的な
帳票だけでなく、在庫管理や予算管理などの中期
的な帳票も作成・運用することで分析のバリエー
ションが増え、より多彩なデータ活用が可能とな
った。その成功事例として、石塚氏はDr.Sum EA
Visualizerを利用した出版社向け販促ツールMCS
（※1）についてこう語る。「MCSは、書籍ジャン
ル別シェアのグラフや、新商品の売行状況など、
弊社が保有する商品データを出版社側がオンライ
ンで自由に検索・閲覧できるサービスです。日次
の最新売行状況を必要な時にすぐ確認できると、
高い評価をいただいています」
現在、MCSを利用している企業は約80社、今

年度中には150社に導入される予定。MCSは出
版社へのサービス提供という側面だけではなく、
丸善側においてもメリットがあるという。ひとつ
は、販売・返品の加減を、担当者自身の経験則
や勘に頼らずに済む点だ。MCSのデータを閲覧
した出版社から店舗担当者へさまざまな意見や要
望がフィードバックされるため、その情報に基づ
いた販売戦略の練り直しなどが速やかに行え、販
売機会のロスを抑制できるのだ。また、MCSの提
供により出版社との営業コンタクトが増えること
で、人気書籍を優先的に確保でき、商品調達の円
滑化も目指せるという。
「出版社向けサービスとしてのMCSと、社内向
けの分析帳票として見ている情報は、基本的には
同じです。その同じ情報をもとに、店舗担当者は
販売管理を行い、本部は分析や営業に利用し、出
版社は自由検索で閲覧する。ひとつのデータを無
駄なく有効に活用できる仕組みができてきまし
た」（石塚氏）また、データ活用を進める過程の
なかで、ナレッジの共有に対する社員の意識も高
まっていった。例えば、店舗の営業推進部門から

各店舗へ販売戦略の指示があった場合、店舗担
当者は関連データを参照することで、戦略の本質
を的確に把握した上で販売計画を展開できる。つ
まり、店舗の営業推進部門と店舗で同じ情報を
共有しつつ、各々が即座にデータを欲しい形で見
ることができるという環境が、情報に対する認識
をすり合わせるのに大きく貢献しているのだ。

全社的なデータ活用で
顧客満足のさらなる高みを目指す

店舗業務の標準化とデータ共有基盤が確立し、
今後は、店舗における業務プロセスのさらなる効
率化に加え、出店計画やお客様サービスといった
方面へもDr.Sum EAの活用範囲を拡大させてい
く予定。「弊社では、来店したお客様自身が欲し
い商品をスピーディに検索できるMサーチ（※2）
という端末を各店舗に設置していますが、こうし
た情報提供もお客様サービスの一環です。また他
にも、売上や在庫数、お客様の属性情報などこ
れまでに蓄積されたデータベースをもとに、お客
様のニーズに応じたさまざまなサービスをご提供
していきたい」（石塚氏）
試験運用を繰り返し、2007年2月に事業部内

の本格稼動が開始した。かつて、業務に大きな負
荷をもたらしていた膨大なデータベースは、
Dr.Sum EAの導入により、業務効率化・営業支
援・顧客満足度の向上などといった、さまざまな
経営課題の解決に貢献する“生きた”データベー
スとして生まれ変わった。
そして丸善ではいま、より精度の高い商品管理
プロセスやデータマイニングの手法などを確立す
るべく、Dr.Sum EAを軸にした、全社的なデー
タ活用環境を着実に整えつつある。

丸善株式会社

http://www.wingarc.com/

製品詳細 URL 開発元： 
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導入製品 

Dr.Sum EA Enterprise
Dr.Sum EA Premium

大容量のデータを部門間や全社規模
で集計分析するための多次元高速集
計検索エンジン

Dr.Sum EA Visualizer

Dr.Sum EAの集計結果を多彩なグラ
フを用いて、グラフィカルなイメージ
で可視化

Dr.Sum EA
Reporting Server

Dr.Sum EAの集計結果をWebブラウ
ザ上で自在にデータ集計分析

※1：MCS
（Maruzen Communication Square)
書籍の仕入先である出版社向けに販
促ツールとして利用する、丸善独自
のシステム。

※2：Mサーチ
お客様自身が簡単に操作でき、店内
の棚位置までも表示する、書籍検索
用の店頭端末。他書店の検索機では
前日時点の販売データを表示するも
のが多い中、Ｍサーチはリアルタイム
の販売状況が反映されるため、より
お客様の利便性が高い検索機。
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